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  第一章 工芸の概観 p.3 
     第一節 今日にいたるまでの工芸 
     第二節 今日の工芸をどのように捉えるか 
     第三節 金属工芸という領域についての概観 
  第二章 自作の取り組みについて p.13 
     第一節《pear》 
     第二節《善き人のための鋏》 
     第三節《A PERFECTCIRCLE》 
     第四節 制作方法 
  第三章 停止された機能を p.20 
     第一節 ものの機能を考える契機 
     第二節 工芸作品における機能 
第四章 鍬 p.30 
   第一節 農具を制作した経緯 
   第二節 鍬について 
   第三節 「持ちやすい木の枝、片手で持てる重さの石、古い瓦の破片、重い石」 
   第四節 農具を扱うことについて 
第五章 事物の記憶 p.39 
   第一節 茶道具や大名道具における、場所の移動 
   第二節 事物の歴史 
第六章 事物の記憶と機能、形体 p.45 
   第一節 機能と形体との関係 
   第二節 事物の転用 
   第三節 物質と記憶 
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フレームにガラス板を取り付けたもので、幅 50cm×奥行 4mで高さが 1m30cm近くある、
かなり存在感のあるものだった。この棚は展示室内から撤去できないと言われてしまった
ために、この棚を積極的に使用することを前提にして展覧会の意図を伝えるよう工夫する





































































































































































































   
 
























































































































































































































  SKLOとの共同で鍬の制作を行っている。制作を木谷が、使用を SKLOオーナー塚
本氏が担当する。今作は、制作行為はもちろんのこと、使用による作品の変化も制作行
為の一部であることを提示する。ここでは昨年の冬に制作し、今年の秋季まで使用され
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うにその特徴をまとめている３８。 
   
  一 工芸の本性は実用にあり、従って工芸美は「実用性」を基礎とする。その美は用に
即するものであり、用に交わることによって確実性を獲得した美である。 
  二 実用に供されるために工芸では同一品が反復して多量に生産される。従って工芸
美は「反復性」によって生まれる美、量に交わって冴える美である。 
  三 工芸は民衆の生活において実用に供されることを本旨とする限り低廉でなければ
ならない。従って工芸美は廉価によって得られる美、安くなければ生じない美である。 
  四 工芸は私的なものではなく大勢の人々によって公有されるものである。従って工
芸の美は公有の美であり、公有の性質を有して冴える美である。 
  五 工芸が公有の性質をもつのは、それが型であり法式であるからだ。つまり工芸の美
は型の美、法式の美である。 
  六 型となった絵画は模様であり、工芸とは反復から由来する模様である。工芸美は模
様の美である。 
  七 工芸に携わる者は職人であり名もない工人である。従って工芸美は間接性によっ
て与えられる美である。 
  八 つまり工芸においては個性が匿され間接にされる。従って工芸美は間接性によっ
て与えられる美である。 
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図 1 《pear》 2013                 
 
図 2 《善き人のための鋏》 2013        
 
図 3 《調律スる丑ミツ》 2014         
 
図 4 《ゴ寸》 2014              
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図 5 《A PERFECTCIRCLE》 2015       
 
図 6 《鍬―塚門―》 2015           
 
図 7 《鎌―塚門―》 2015           
 
図 8 《Under The Sun》 2016         
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図 9 《水平を確認するための棒》 2016     
 
 
図 10 《紐を巻きつけておくための板》 2016   
 
図 11 《マメウエボウ》 2016          
 
図 12 《ワラスグリ》 2016           
